






































































































[目的]

妊娠および分娩の経過中にはさまざまな合併症が出現し、最終的には一部の妊娠で母体あ

るいは子供の後遺症が発生する。産科臨床の中で的確な判断を行い、患者の満足感を増加

させるためには、単に合併症およびその後遺症の発生の危険率を推定するだけではなく、

各々の合併症の結果つまり後遺症を患者の立場に立って評価しておくことが重要である。

効用値とは、患者の主観的な価値観すなわち好みに基づいて、疾患の結果として生じた健

康障害の程度を数値で評価したものであり、基準として健康を 1、死亡を 0 と定義する。

本研究では産科臨床における判断に際して、患者側の満足度を改善することを目的として、

妊娠・分娩に関する効用値の測定を試みた。なお妊娠に関する効用値測定上の問題点、注

意すべき点に関しては、平成4年度報告書に記載した。


